
             
■学校経営のポイント 

                         
                                                                                                                   

 何の組織でも一般的に言えることであるが，組織

成員が当該組織の基本的任務や役割を十分に理解す
ることなく，漫然と職務・業務を遂行しているよう
な状態が続くと，その組織は，場合によっては存亡

の危機に陥る事態になったり，それほどではなくて
も手痛い社会的批判にさらされる羽目になる。 

 

 各学校の校務を効率的に処理するという目的のた
めに設置されている校務分掌組織の場合も，その例
外ではない。 

校務分掌組織の一部が極端な機能不全の状態にな
ったり，全体として不良状態になった場合には，学
校自体が地域社会の信用を失い，私立学校の場合に

は「経営の危機」に遭遇したり，高等学校の場合に
は募集定員に応募者（受験者）の数が達しない，い
わゆる「定員割れ」の事態を招いたりすることにな

る。 
 もっとも，定員割れの事態は，他の要因，極端に
言えば通学区域の過疎化・少子化に大きく左右され

るものであることを指摘しておかなくてはならない。 
 機能不全（部分的であれ，全体的であれ）に陥っ
ていることが判明したとしても，すぐに効果的な対

処の仕方が検討・確認され，実行に移されるとは限
らない。 
学校経営と企業経営の違いを考慮に入れたとして

も，たとえば日産自動車（株）のような短期間の経
営改善はきわめて希少な事例であって，一路破産状
態に向かっていることに気づいた会社の多くがカル

ロス・ゴーン率いる日産自動車のような「復活」を
遂げられるわけではない。 
 点検作業が遅れれば遅れるだけ，長引けば長引く

だけ，組織体としての「危機」の程度は深刻なもの

となるのは解説を要しまい。 

 

 先に「各学校の校務を効率的に処理するという目
的のために設置されている校務分掌組織」と述べた

が，この場合の「校務」については，広狭２つの解
釈・理解の仕方があることについては知られている
とおりである。 

 広狭どちらの解釈・理解をするとしても，校務分
掌組織が機能不全の状態に陥らないようにするため
には，校務分掌の組織・運営についての点検が不可

欠である。機能不全や危機の程度を軽度のうちに食
い止めるためには，機能不全や危機が実感されたり，
外部からの批判を招いたりしたときに，思いついた

ようにやる（臨時点検）のではなく，定期点検が必
要とされる。 
「たかが校務分掌ごとき，定期点検などと大げさ

に構えることはないのでは…」と思われる向きもお
られよう。前例踏襲かつ無点検でも，必要最低限の
法的責任（responsibility）に対応する学校経営は

可能かもしれないが，時代の要請となっているアカ
ウンタビリティ（accountability）に対応するレベ
ルの学校経営を実現することは困難であろう。点検

期間については，各学校でご検討いただきたい。 
        （わかい・やいち＝上越教育大学教授） 
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